








その他のタイトル Hunatogami-Religion of Three Principle and One














































































によれば、 「元は神社南方約五〇ｍの畑の中で約一ｍ余りの高さの石積みの上に木祠が安置されていたが、昭和二九年の台風で下流 流された。地元の人々が元の場所に戻して祀ったが、三年後の昭和三二年台風で再び流されたため これではいかんという事で、その後今のように神社境内の小祠（写真１
－１・
































岐神に言及する が来た。既にこれは三稿で言及したが、一九七九年一一月刊の『神山のおふなとさん』に掲載されていた。該書は、 山町内を昭和三〇年合併前の旧七村に細分し、こ に成人大学の成員延べ一六三人、一九七八年六月から翌年七月にかけて延べ五五日間を要して調査した結果の報告書である。見るべき成果は多数あったが、岐神信仰の実態を浮き彫り する程 詳細な記述が殆ど無く、祠の形式・御神体の数・供物の種類・祀る日などが数値的に羅列され 感が否めなかった。このため、最も知りたい岐神 特性やその祭祀方法、さらに住民の中における精神 位置付けなどその本質 深くかかわる部分が不鮮明である場合が多々あった。既に遅きに失したかもしれないが、近藤の目と耳を初めと 五感並びに第六感を駆使して、三二年後の二〇一一 に七日間かけて四八地区をまわり 多くの古老から聞き取 調査を重ね たった一人で、僅か七日間であるから、先 延べ一六三人・延べ五五日の調査とは比較にな ない程の微々たる活動ではあるが、旧七ヶ村をほぼ万遍なく回るように務めた。実際の聞き取り調査やオカマゴ 見学・写真撮映 る中で、該報告書だけ は見えなかったものが次々と姿を現わしてきたのは思わぬ発見であった。古老の話し方、息使い、そ 時の表情や仕種な からも言外の意味がビンビンと伝わってくる。まさに、生
なま
の岐神信仰像が立体化する瞬間に幾度も立ち合う事ができた。これぞ、辛苦を重































































































































来はオフナトサン おじぎに来る口であった。 も 沢山で
12人の子供があると言われている。オフナトサンにお参り
するのに、足音をさせたらいかんというのは聞い ことがない。 が目を覚ま 供物を全部食べ というのは知らん
•
オフ
































































に祀っているわけではな 。あれは のできん家が祀るもの 、私の家で 代々子供ができて るので、オフナトサンを祀る必要はなかった。オフナトサンに子供
12人あるというのは知らん。何せ、この辺でのオフナトサンというのは、子供ができない家限








































オフナトサンは五穀豊饒の神サンである オフナトサン は十何人の子供があり、オカアサンが御飯食べれんけ 、黙って音 立てずに、静かにお参りしなければならな った。私は知らなかったが、隣のオバチャンが教えてくれた。草履を黙って持 行かないかんのじゃ、音を立てたらいかんと言 て教えてくれた。話をし らいかん 話し声が聞え いかんので、黙って静かに持って行く必要があった。オフナトサンには、丸 自然石が６～７個祀ってある。オフナトサンには子供が
13人おるという。音を















子供が７人おるというよう 話 聞いた事がある お供え物をオフナトサンに持って行ったら、全部供えないか 。 く分かを持ち帰ってはならない。 （子沢山だか か？）
  •
オフナトサンには子供が多い。何人かは知らん。静かにお参りせないかん。そ





オフナトサンは、子 ができん人がお参りに 子供 欲しい人がオフナトサンに れば 子種 授かる。何せ、オフナトサンは子沢山 ので この御利益によっ 子供が授かる。実際に子供が
12人も
13人も生まれたら、オフナトサンがおじぎに来る




























は、音を立てずに、そっとお参りせないかんと言う。お参りす 時には、ド コドサコして音を立て お参りするのはいかん。
12
人も子供がおるけん うろっとお参りに行かな、 え 物が親（オフナタハン）に当たらんと う。豆ゴハ を供えるのは知らん。しかし 桜井のジイヤン 生米と生のアズキをまぜ 物をオフナタハンに供えていた。
12人の子供が豆好きで、豆を食べてい
る間にオフナタハンが白 米を食べ れるという伝承は知ら が、このよう して供える人が昔は確か あった。オヘギに生米と生アズキをまぜた物を入れ 供えていた 草履 祀って た。一足の草履を供えて た。しかもオセ 履くような大きなものでなく、ほ の小さな草履を一足編んで供えていた。５～
10ｃｍ程の小さい草履である。 「オッサン草履はどうして祀るん」て聞い












































つりに行く時には、人に逢うてももの言われんと われていた。オフナトサン 何の御利益のある神サンか知らん 種 授けるというのも知らん。
•
お参りする時には音を立ててはいけない。音を立てれば子供が気付き（目を覚まし） 、供物を全部食べてし













物が当たらなくなるから 「オヤゴさんへ」 心の中で唱え オフナトサンに祀り、その後「
12人の子供さんへ」と声に出
して祀ってあげたら、オフナトサンにも供物が届 ように っている。黙って行かな かん。オフナトサンは目が見えんからびっくりするという。オフナトサンを驚かして いかんという おぶかしたらいかんので「こ にち 」も言われんとい いる 足が痛い人は、 お参りすれば足痛を治 てく 。
•
オフナトサンには子供が多いという。お参りする時には、もの









































食べてしまい、オフナトサンに当たらんと う。このため、黙って静 に せないか という。そ するとオカアサンが供物をいただき、そのあと
12人の子供に分配してあげられるという。子供が
12人もおるので、黙ってお参りに行かないかん。また、オ



























































































お参りに行く は、途中で人に逢うても絶対 もの 言う はいか オフナッツァン 子供
12人おる。ものを言うと、その





































なって、初めてエヘンと声を出して よかった れ 、オフナトサンに「来ました。お参りに来ま た」 合図 意味の咳払いである。子供が
12人あるけん、供えた物がみな親にあたらんけん、親が食べられるように音を立てずにお参りする。親が食べ





オフナトサンは子供の神 で この神サンを祀 ば、子供が
12人以上できるという。子供が
12人以上生まれたら、オフナトサン































































































































































































































区（全体の一五％）を除けば、他の総ての地区（全体の八五％）で子沢山伝承が存在していたと断言し得る。そして、殆どの地区では平年は一二人 閏年は一三人 子神が母神によって養われていたのであった。そして、今でそ子沢山伝承が存在していなかったこの七地区も、 つては盛んに語られ いた可能性が極めて高い これら七地区の分布状況が一地域に集中したものではない点、また全体の八五％の地区 見られる点などから推してもこの予測は成立する。
因みに、県下全域の岐神祠の分布図を地図２に、同じく子沢山伝承の分布図を地図３に纏めておく。地図２を見
れば、神山町内全域の七六七祠がいかに断トツに多い数字あるかがよく理解できよう。東隣の木屋平村 二位の一〇七祠、南の上那賀町が三位の 〇〇祠であ が、 ～三位を大きく引き離し七倍以上の七六七祠は、空間的に県の中央部にあって異彩を放ち続けていると言っても過言ではない。
また、地図３の子沢山伝承分布状況を見れば、神山町を中心としてその同心円上に分布している点が如実に理解























































































































































































































































































































































わし、無言ルールを知らなかった子供時代 伝承者は近所のお婆さんが自分 敷地内に居る め、当然の如く挨拶の声かけをするのだが、先方から全く無視され、剰
あまつさ
え迷惑がられる。参拝者からすれば、ここで音声を発せられれ































の方法があった。これら 事例 三地区だけに留まらず、沈黙参拝（この後略して「黙参」と称す）の伝承を持つ三二地区には、総て何らかの危機回避の方策が採用されていたはずである。 た、地図１の黙参の分布状況を見れば、どの 域もほぼ万遍なく分布しており かつては総 の地区で誤解回避の方策と黙参がセットで催行されていたと考えて間違いない。
黙参は、子供の頃学習するケースが殆どであるが、先に引用した
11の江田での八六歳の最長老の伝承がこの辺の




















































































































































































形式とほぼ同一の文脈であった。ｂの オフナトサンに当たらない」か とする黙参伝承は、否定部分ばかりが強調されがちであるが、基本的には黙参の時間帯は親 の腹を満 すための食事時間でもあり、総て 黙参事例において子神はその後供物の配分に与
あずか
っていた点を見落としてはなるまい。確かに、一二人の子神が先に供物に気付け
ば先を争って食い尽くし親神に当たらないが、黙参という配慮によって親神に食事の優先権が与えられ、これによって一二人の子神への平等な分配が確保され、参拝者 願い事も 事聞き届け れ、そして成就されるのであった。岐神祭祀は、普通の神祀りとは違い 特殊な配慮を必要 する神であった点に大いに注目しておき い。
ａの子神の目覚めによる供物の食い尽くしとｂの親神に当たらないとする伝承の県下全域の分布状況を地図３で

































































































した（降参しましたと頭を下げた）という。私の親戚にも子供がようけできた家が り、オフナトサンがおじぎしに来 と言っていた。22 鍋なべ
岩いわ
•
オフナトサンには おるという。実際に子供を十数人生んだ がお 、 「オフナトサンが来て
二九
岐神信仰の三原理と一仮説166














































































































































































































































































































































浦町にも二例あり、ある程度の広がり あった。しか 、一九 〇年代の「福原村七ケ村」で ろ振り向きの禁忌があってみれば、点ではなく面としての広 りがかつてはあったと言える。
さて上勝町福原の場合、後を振り返って見る事の禁忌と「大きな声をすると神様がおあがりになることができな




























特に後ろ振り向き 禁忌 考察 る上で極めて重要な伝承として位置付け得る であり、大いに注目しておきたい羽ノ浦町野神では、一一月一六日ではなく正月三ケ日に祀 が、 かな 理由として「三が日 間はお母さんであるおふなたさんに食べてもらう」ためと説明する。ここには、せめて正月三ケ日くらいは母神にゆっくりと心置きなく食事を楽しんで欲 いという、祭る側の思いが含まれている。裏を返せば、普段は
22の如く「盗人みたい








































を祀った家は総て子供が一二人以上生まれて 事になるが 現実に そ は ってい い。恐らく これは９・
33・
35の事例の如く、元は供物食忌避の禁忌伝承を伴っていたものが、何らかの理由で欠落して現状のようになっ




























これ程までに特異ではあるが、岐神 本質 見事に言い当てており、大いに注目しておきたい。現在八〇歳近い伝承者が若嫁の頃、大姑（八〇歳過ぎ）から教わった内容 あるが、一月一六日 紙で着物の形を切り、割箸に挟んで岐神に供えるがこれをオカタビラと呼ぶ。一一月一六日には割箸の先に綿を巻き付けて供えるが、これをオワタギと呼んでいる。
34でのオカタビラが他地区と決定的に違う点は、片袖しかない着物にある。その根拠として、 「オ











































これは子神に気付かれないためだけで なく、岐神は盲目であり、驚かしてはなら いためとも説明する。この岐神盲目説 神山町内で一例しか見出し得なかったが、県下全域 目を転ずれば 例のみであるが子神 二人とする穴吹町内でも見られた。 「供え物をす ときは一切ものを言っては けないという俗説がある。その親は目が見えかったので、親が気付くとお先に を食べてしまうからだという。そのため、静かに供 三歩下がって拝むことになったという」
⑦
 とある。親神が盲目であるため、子神が先に供物を見つけ出して食べ尽くしてしまう。このた




































































































































































































































すぎない。加えて、ｆの「カゼ引きから守る 」一 三％は後に詳述するが、割箸の先に綿を巻きつけた旧暦一一月一六日の岐神への供物とし のオワタギから 単純な発想で、初孫に綿入れ着物を嫁 実家から旧暦一一月一五日に贈る習俗もオワタギと称す 同名異種の二つ オワタギから派生したものであり、決して本来的なものではない。例外的に僅か一例しか存在せず、類例が皆無 あった点は、そ 大きな証左となる。
さて、第三稿で詳述したが一九七九年刊の『神山のおふなとさん』中で判明した御利益は延べ七〇例あったが、
この中でａ群 相当する「子育て」 「子授け」関連の伝承 二一例で全体の三〇％しかなく（近藤の調査では五二％で過半数越え） 、 「子授け」のみでは僅か一例で一・四％に過ぎなく（近藤 調査で 二三％）例外的存在 あ た。二〇一一年の近藤の調査とは三二年間の差があるが、たった三二年間で 山町内の民俗が大きく変質とは考えられない。該書で「備考欄」 記されて た点か 推せば 延べ一 六人の調査者達の質問項目の中に「御利益」が入っ
四六
近　藤　直　也 149















































































には子種が授かるといわれている。子種の欲しい人がオフナトサンにお参りしていたら、エエ が生まれるんじゃという話は、よく家 お婆さんが語っ た」 いう。ここでは一二人とは明言せず「 供の多い神 するが、具体的には一二人であろう。この子神 多さに肖
あやか
って子授けを願うのであるが、 「精出して」岐神を一心不乱に祀れ








欲しい人がオフナトサンにお参りすれば、子種を授か 何せ は子沢山なので、この御利益によって子供が授かる」のであった。 「子供を欲しい 」とは換言すれば「 がで ん 」でも り 願 ても叶え れないため岐神への申し子という形になる。ここでも
10同様一二人との明言はなく「子沢山」であったが、 「何せオフナ




















































































































































る信仰心が薄れる過程で、石祠 御神体も単なる一個の石と見做され 邪魔 として自然と取り片付けられてしまっていた。 「自分一人が生きるのに精一杯なため とても神サンを祀る余裕など無い。私 先代までは祀っていたが今
五二
近　藤　直　也 143





















ちているのである。これらの諸点を考え合わせれば、ｆの「カゼ引き ら守 神」 相当新しい解釈であった 断言し得る。加えて、岐神の御利益の分布状況を地図４に掲げた 、ｆのみ
39に位置して他類型と大きく隔絶してい
る。徳島市との境目で 神山町内では最も都市 の んだ地区であ てみれば、最新 解釈が創出されても何ら不思議ではないのである。
さて、神山町内における岐神御利益明言伝承ａ～ｆを一通り通覧してきたが、 「子育て・子授け」のａ群一六例が
全体の五二％を占め、他 ｂ～ｆ 大きく 離して断トツであり れが神山町 一つの大きな特徴であった点
五三
岐神信仰の三原理と一仮説142

































































































































































































































































































































































































































定である。この筆頭が旧広野村歯の辻に位置する通称「歯の辻サン」 あり、鳥居の額 「船盡神社」の額を掲げるのであった さらにその後、そこ ら鮎喰川右岸南東約五五〇ｍの地点に、遥拝所と ての 比賣神社」の小祠が建立され 。鮎喰川中・下流域の半径二・五㎞の狭い範囲内 三社も 「船盡比咩神社」 建立される必然性がこの点にあった事を忘れてはなるまい
以上の事柄を念頭に置けば、岐神がなぜ女神であったかがよく理解できよう。即ち、オフナトサンと通称される
神の正式名称は船盡比咩であり、貞観一四年（八七二）以前か 阿波国に鎮座していた である。しかも、後世鮎喰川中・下流域の半径二・五㎞以内に三社の同名神社が集中するに至り 阿波国 の岐神信仰は益々盛んになる。中でも、鮎喰川中・上流域を占め 神山町内はまさに三社の船盡比咩神社集中地域を出口とする袋小路状の地勢をなしており 船盡比咩神社地帯 爆発的に増加した岐神信仰は袋小路の中 吹き溜 り、まさに真空パック 態で永久保存されるのであった。神山町内だけで県下の半数以上を上回る七六七祠が分布する必然性は、こ 点 あった。第一稿で詳述した如く、 「船盡」はフナトと訓み、 「比咩」はヒメと訓み女神を示 。女 伝説は、すで 貞観一四年（八七二）以前から存在していたのである
加えて、子沢山を考察するならば、貞観一四年（八七二）の船盡比咩神を更に遡りイザナキ・イザナミの創世神
































れるに至るのであった。神話時代 ら古代・現代に至 ま 、岐神は常に女 であり続けていた点に注目しておきたい。阿波国岐神信仰 核となる中心地は三つ 船盡比咩神社（中心は旧一宮村舟戸所在の船盡比咩 社）が集中する鮎喰川中下流域の半径二・五㎞の地点にあり、そこから上流域に位置する 山町全域 まさに平安中期以前から現在まで続く岐神信仰 袋小路であり 古代 ら現代ま の信仰がまさに真空パック状態 吹き溜まっているのであった。岐神が女神であり子沢山 神であり続けたのは、以 如き太古の創世神話以来の伝統を平安中期・近世末期経由で現行民俗まで継承し続け いたためであっ 。
さて、全県下に目を転ずれば、地図７に示す如く岐神女神説は羽ノ浦町に二例、上那賀町と美馬町に各一例ずつ









































































































































































































































































神綿着は一切分布していないのである。さらに、西限は阿波町・山川町・木屋平村までであり、脇町・穴吹町を結ぶ線以西に 子綿着は分布して なかった 即ち、子綿着分布範囲は阿波 山川町・木屋平村を結ぶ線を西限とし、そこから東端の海岸部松茂町・徳島市・小松島市を結ぶ線まで平行移動した形を取っている。子綿着文化圏はかなり強固な集団を形成し、この範囲内に集中的に分布し 他の市町村には全く散見されないの あった。この理由は、新生児に対して嫁の実家から一一月一五日に贈る子綿着が、婚家と嫁の実家との姻戚付合 をより強固なものにする手段として見做されていたためである。新生児としての孫を媒介として、婚 側と嫁 実家側は子綿着の受授を通じてよ い絆が再確認されるのであった 一一月一五日 オワタギの祝いとして、両家 はじめ親戚が集まって祝宴を開くが、それは子綿着祝いという共通認識または共通の文化圏が無ければ成立し得ない。このような背景があるため、子綿着文化圏 一つ 強力な塊
かたまり
として県下の三分の一を占める地域に密集するのであった。第



































り調査の目的は、あくまで岐神信仰をメインに据えたも り、子綿着は補足的なものに過ぎない。このため、各地でこれに焦点を当てて尋ねたも では く、岐神信仰につ て 聞き書きを進める中で偶
たまたま
子綿着について言及



































































































































































































































































































































































































































































































































年前の話である 場合によれば小さな餅もお供えしてい 段々と簡略になり、最後の方は綿だけ 終わった。箸を添えるのは、御飯を食べられるようにという意味で添える であった。長谷では、箸に を巻きつける風習は無かった。御飯を食べるための箸と理解されてい 私は奥の上山の方から嫁に来たのだが、奥 に綿を巻きつけていた。オワタギは
11月
16日の行事であ

























































































































































































































































































に分布範囲を示した如く、県下の東北部にのみ分布し、その全面積は全体の三分の一を占めるに過ぎない。言う程に広がってはいないのである。但し、 「この［近藤注：子綿着を指す］影響でオフナトサン 綿着もあるのだと思う」という指摘は極めて重要 管見では従来の数多く 岐神研究論文で、 綿着と神綿着 類似点と相違点について比較研究を行 ったものは皆無であった。僅 に一九七九年 段階で大粟氏がなぜ「オフナトサン 綿着は人間より一日遅れの一六日な か…普通なれば神事が人間に優先するのが当然と考えられるのだが」
⑬
 と問題提起
されているに過ぎない。大粟氏は一九七九年以来この問題意識を持ち続け、三二年後の二〇一一年段階で先 如き感懐を抱かれ のであった 言わば、大粟氏の到達点とも言い得る。岐神に関するキ・ミ神の創世神話・平安期と近世後期の文献・現在の伝承等を考え合わせれば、神綿着が先にあり、そこから 沢山伝承を始めとする 連の子綿着伝承が阿波国内で醸成さ 、独自の展開を見せて今日に至ったようである。
更に大粟氏は、同書で「一月一六日のカタビラがオフナトサンにはあるが、現実の孫にカタビラを作って嫁の実
家から孫に贈ることは全くない。実生活でオワタギ あるも の、カタビラは全く無い と重要な指摘をされている。後に詳述するが、岐神への一月一六 の供物として 帷
かたびら
は割箸に着物の形を切り抜いた紙を挟んだものである











































































































































箸の先に綿を巻いた物 供えたような気憶はあるが、子供 頃の なので詳しく覚えていない。昔は決



































































































































































るが、これは元は一一月一六日に神綿着 いた事の証左 な 。加えて、６の名
みょう
では「正月に祀る。一二月一



















































































に婚家では行わなかったという。婚家でも岐神そのものは祀って た（写真３参照）が、正月の神祀りのつ でに供物を供える程度であり、一一月一六日に神綿着を供える事 無かっ 。同一地区内でも、家に って祭祀 ありようは大きく変わっていたよう ある。多くの伝承者から、子供の頃はしていたが、実家 は ていたが、または先代まで していたが、今は神綿着を供えなくなったという話をよく聞く。例えば５の一宇夫で 「私 子供の頃に親がしていたのを見 だけ 私の代になってからは のような祀り なくなった」 、６の名
みょう
では「箸に綿
































































































いう。次節で詳述するが、 「半紙を着物の形に切り抜 たもの」とはオカタビラまた カミコサンと称し、割箸または竹串に挟んで一月一六日に岐神に供え ものであ た。従って、一一月一六日に供える神綿着 は全く別個の物であり、前者が夏を象徴すれば、後者は冬 象徴するものであっ 。夏と冬 違いとは言 、その差僅か ケ月か離れていないが、こ 二品の分祀によって一年間岐神を祭祀し続けてい 事を意味する。この め 両者 一度に祭供する作法は禁じ手 あり、これでは岐神祭祀の季節感に合致 ないの 。真冬に夏用の帷
かたびら
を着せられた
















ないかと思い、このように質問した である 「一二本や一三本供える家は無い」との御回答であった。神であるため、一度に一二人の子 を産んでも何ら不思議ではない 供える の神綿着や帷が、子神一二柱分の衣類を象徴していたと考えられる。
周知の事実であるが、 「人間の綿着が 一月一五日であれば、それより一日遅い一六日がオフナトサンの綿着」と

































































































































































































































































































































































という数字以上 自明 事として認識され ようである。
22の鍋岩ではカタビラという名称を忌み、敢えてカミコサンと呼ぶ。 「旧一月一六日は、障子紙を着物の形に切り












































































































































































































































































































































































































































































































































































































で、冬を迎えるに際し 子供に綿入れを着せるの 綿が無くて不自由しているので供える。特に妊婦がこの綿を供えると オフナトサンは子育ての神さんなので安全と子供の生育に御利益があ 」というものであった。従って、２でいう「綿着を祭るといって綿だけを供えた」という物言いは粗略に過ぎ、岐神祭祀 本質を必ずしも正確に描写できて ない。２では 三二年前当時 既に岐神信仰が崩壊し けていた かもしれないが、元は９で見られた如き一六日の祭礼 鏡餅の縁
へり
への綿供え、子沢山伝承、綿の不自由、妊婦の安産・子育て祈願などが付随していた




















































めて祭る。オチラシに樫 枝をそ 祭 」
㉖
 とある。山川町は美郷町を挟んで神山町の北に位置しているが、この








着は一六日 行事であり、明らかに を対象と た「神綿着」である。近藤 両者を区別する め、これを神
4
綿

























































黙参の名残りと判断し得る。音を立てれば一二人の子神が一斉に目を覚ま 、供物を全部食べてしまい 親神に当たらない で音を立てては らないというタブーが神山町を中心として日和佐町や海南町にま 分布 て た。山川町楠根地の事例はまさに北端に位置するものとして注目すべきであるが、残念ながらここでは子神の供物の食べ尽くし伝承は既に消え去り、 「静かに持って行」く事 みが残されてい 。
６は麻植郡美郷村樫平の事例であるが、 「一一月一六日が縁日で供え物をする。綿の棒を立てるのは綿着の意を示








































また今年生まれた子のある家へはワタギを一一月一五日に親類 こ らえて贈った」とある 荒岡氏はここ 極めて重要な報告をさ ている だが、御 人にはその自覚が認められない。即ち、 九七九年刊の『 山のおふなとさん』の中で大粟玲造氏が「オフナトサンの綿着 人間より一日おく の一六日なのか…普通なれば神事が人間に優先するのが当然と考えられる だが、 （略）県下で（こ 謎を解く）オフナトさんの研究家はいないも なのか」
㉗
 






















































































































達した。御神体関連につい の言及の初見は、一九七九年刊の『神山のおふなとさん』であ 、ここでは八例 言説が認められた。一方、近藤の二〇一一年の聞き取り調査におい も八地区においてこ 言説を採集し得た。両者を纏めたものが表４であり その分布状況を図示したも が地図
10である。地図を見れば一目瞭然なのだが、近藤





















































































































どの地区でもオフナトサンがヒルという ではない。昔の年寄り衆が、オフナトサン 神体はヒルと うのだ。は塩をまつられんという伝承が、全体の約半数の地区にある。ところが、例外的に神サン で浄めの意味で、うちは朝晩塩をまつんりょるというヘンチクリンな家もある。だが、普通は塩は祀られんので
赤飯を作る時でも、オフナトサンに祀る赤飯だけは

















































































































































































的に言えば、ｂの上分村中峯では「塩ぬき赤飯を祭る」のである。但し、中峯で 御神体が蛭との明言は無いが、ａの伝承から類推すれば、御神体蛭伝承がなければ の伝承は成立し得ないため、ここでもかつては蛭が岐 の御神体と見做されていた事がわかる。
ｃの下分地区は、 『神山のおふなとさん』によれば全体で一二七祠の岐神が存在していたが、 「塩を殆んど 地区
















大きく外し、祭日も供物も岐神に特化されたも 供物はシメ縄・神酒・飯と正月 神祀り 念頭に置たものであった。恐ら 、正月の 祀りの序
つい
でに岐神も祀る程の意識しか無かったのであろう。神様には清めの塩







らう」からこそ、そ 理由を求めて「御神体は蛭なのか」の問い掛けが発生するのであった。旧下分村の殆どの家で塩供えを忌避し、またｂの旧上分村中峯ではこの禁忌を踏まえて塩ぬき赤飯を供えるのであった。赤飯の味の良し悪しは塩分で決まる程重要な調味料であるが、これを敢えて犠牲にしてまで塩気 抜くのは御神体の蛭に対して相当重要な並々ならない配慮が働いていた証左である。旧上分・下分村共に塩気の供物または塩そのもの 供物は幅広く禁忌とされていた事がこれら 報告事例からも理解し得る。こんな中にあって、 「反対に を祭 て清める家もある」の表記は意外に常識外れとして驚嘆または非難の意味さえ窺 るのであった。供物の塩分すら控える程であるから塩そのものの 物は、
譬たと
え清めの意味があったとしても言語道断という事か。ｃで個別事例として既に報告






の三軒の家の人々は岐神の御神体を「なめくじ」と認 している事になる。なぜ蛭 はなく「 めくじ」 変化したのか理解に苦しむのであるが、同じ左右内からの報告でもｇ は「 『御神体はヒ
（蛭）
ルだから塩を祭らないように』と




















明言伝承を聞き得たが 総て蛭であり は一例も存在しなかった。三二年前の報告書に「なめくじが御神体」とあったため、全四八地区総てで「なめくじが御神体ではないのです 」と確認したが、肯定の回答は皆無であった。従って、これらの事例群から推してもｆの岐神の御神体 めくじ説は突然変異的例外とせざるを得ないのである。
日常生活の中で蛭となめくじのどちらが身近な存在かと言えば、家のまわりや時には家の中にまで頻繁に出没す
るなめくじの方が圧倒的である。蛭となめくじは類科を全 異にするが、形や見た目 か感触は素人目にはかなり近似する。加えて、両者とも塩に弱い。 「なめくじに塩」とか「蛭に塩」という諺が両者にあり、ともに苦手なものの前に出て萎縮するさまを言う。こ 辺から 本来の蛭が めくじに置き替えられる契機となったものと推測 得る。山村の神山町では蛭が生息するような水田は少 、出没の頻度はなめくじ 圧倒的に多いの 対 それでも御神体としての蛭が優位を譲らず、なめくじが例外的存在 しかなかった。これ 、岐神祭祀と密接 関連する蛭伝承がそれ程までに神話学的に古風を留めていた めであった。その理由は後に詳述しよう。
以上、一九七九年の報告書の中から岐神御神体蛭伝承関連について考察を加えてきたが、これを念頭に置きなが






































































し「塩気のものをオフナタハンに供えたらいかんと うのは言いよった。何で塩気の物を供えたらいかんかは知らん。だが、昔からオフナタハンには塩気の物 供えては 『オフナトサンに お塩祀られ じゃ』
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フナトサンにはお塩祀られんのじゃ」 の言説を祖父母から幾度となく聞き、婚家においても同様 言説が存在していたのであった。とにかく、中津では岐神に「塩気の物」を供えてはいけなかったのであり、 「何で塩気の物を供えたら かんかは知らん」と言うように、ここでは御神体蛭伝承までは既に伝わっていなかったのである。だが、塩忌避伝承は残り、 「普通のお神サンには お祓 するけんと言うて、塩とお米は供えるも 」であったが、 「どういうわけか、不思議とオフナトサンには塩は祀ら われていた と伝承者自身不審に思う った。ここで言う「祀られん」とは阿波弁独特 言い回しであり、不可能を指す ではなく穏やかな禁止を意味する。塩忌避を不審に思う点から推せば、御神体蛭伝承が消えてそれ程時を経ていない証拠である。長年月が過ぎれば、禁忌感が消えて８・９の如く疑問にも思わなくなり、その後塩除去自体も忘れ去られるの
11の江田では「塩気の物をオフナトサンに供えてはいかん。何でか知らんが、昔から言っていた」とあり、
10の





















































































































の神祀りを優先させ、本来は禁忌である ず 塩気の供 祀る方であった これによって御神体の蛭とそれに伴う塩分忌避伝承という対概念は完全に有名無実化 る である。祭日 変更という一見些細 現象であるが、岐神祭祀の基本原理にお ては第一 対概念とし 神綿着・帷の欠如をはじめ、第二の対概念としての御神体蛭伝承とその対をなす塩分忌避伝承というもう一つの基本原理も完全に失 ってしまう である。塩分忌避こその蛭を成立せしめる根本的 禁忌なのであったが、
27ではこの意味が全く認識されず、御神体をヒルと明言してお


























































































































































































































































































































































































承をここで改めて検討する段階に達した。これを いつ誰が言いだしたのか不明であ が、大幅な神話改変と記・紀神話に関する該博な知識、並びに を職業として活用した人物を想定すれば、真っ先に思い浮かぶのは第一稿で言及した「広野村日光院といへる修験者」の如き人々である。この修験者の生没年は未詳であるが、生島繁高の『忌部神社考略』が記された明治初年以前から慶長一二年（一六〇七）以後の人物であった。極めて漠とした時代幅であるが、中世神話を想起すれば、山伏や神仏関係者が岐神の御神体を蛭と言い始めた可能性は高い。元は神話の蛭児からのイメージであったが、民間に普及する 従っ 実物の蛭となり、 「 に塩」 諺
ことわざ
も手伝って供物の塩忌避
伝承が鮎喰川中・上流域に大流行したようであ 。 『日本国語大辞典』によれば この諺 出典は一五八九年成立『雄長老狂歌集』であり、 「恐ろしい人や苦手の人の前に出て、恐れ入っているさまのたとえ」と説明する 神山町内では、中世以降こ 諺が普及するに従って、山伏等が蛭を御神体とする には塩や塩気を含んだ供物をタブーとする言説を広めたと考えられる。



















五㎞の範囲内に遥拝所を含めて三つの船盡比咩神社が存在していた。広野村に在住していたという山伏日光院をはじめ、そ 「旧記」自体の存在も極めて怪しいものであり 生島自身も現物を見る事なく伝聞体で記している。広野在住の山伏日光院にとれば、自分の住む地元に船盡比咩神社があ ば、加持祈祷などによる実入りも当然増える。これらの策略により、本家の一宮舟戸 ある船盡比咩神社を差し置いて広野の方こそが本家とすべく対岸の八田村二本木に遥拝所まで作って 御株 奪おうとし、その試みは 程度成功 て 在に至 ている。事実、 『徳島県神社誌』や『神山町史』には、 『三代実録』所載の船盡比咩神社は広野説を採っ いる。だが、岐神に 必須の基本原理の一つとも言うべき子沢山伝承は広野やその遥拝所である二本木には無く、一宮舟戸鎮座のしか存在しなかった。有りもしない「広野村日光院といへ 修験者 旧記」を使って偽船盡比咩神社とそ 遥拝所を後世に捏造したのだが子沢 の伝承移転までは気が回らなかったようである。中世から近世 かけて る時期、
一三二
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叙上の如き偽船盡宮が遥拝所も含めて山伏をはじめとする宗教者達によって捏造されるのだが、これと相前後して御神体蛭伝承が中世神話を背景として創出されたのであった。この伝承は、旧阿波国内では鮎喰川中・上流域しか分布せず、現在の神山町内限定である。そして、神山町と徳島市の境界域に三社の船盡比咩神社が集中する点から推せば、七六七祠の岐 の集中と御神体蛭伝承の集中と 密接に関連し、その伝承の震源地がこれら三社を管轄する宗教者達にあった点はほぼ間違いない。古代から中世にかけて、宗教者達 船盡比咩（岐
ふなと
）神の本家争いの過程
で、その宗教熱 煽られてこれより上流域に 鮎喰川 ・上流域の村々では岐神信仰が爆発的に増大し、現在のような七六七祠にまで達し、更にそ 過程で やそ に伴う塩供忌避伝承が醸成され きたの あった。繰り返すが、この二つの伝承は旧阿波国内でも三つの船盡比咩（岐）神社より上流域にしか分布していない点に最大の注意を払っておきたい。まさに、一宮町舟戸に鎮座す 船盡（岐）比咩神社こそが阿波国全域に分布する一千祠を越える岐神の総本宮であり、延いては全国 岐神総本宮の可能性すらある。
四、総括・岐神祭祀の三原理と一仮説
本稿を閉じるに当たり、一連の考察の中で発見された岐神祭祀の三原理と一つの仮説をここで再確認しておきた





















しか見出し得なかったが、対概念の一方 みの残存も含めれば一六例に達する。いずれにしろ神山町内限定であ 、他の市町村には全く見られない。その淵源を探る過程でキ・ミ神 創世神話 蛭児誕生と岐神誕生シーン 近接性が明らかとなり、 『三代実録』所載の「船盡比咩神」の史料によって 宮町舟戸に鎮座する船盡比咩 社の 在が浮き彫りにされ、これとその上流域に岐神七六七祠が集中的に分布する現象の必然性が明確にされた。
蛭児の総本宮が兵庫県西宮市にあってみれば、淡路島を挟んでその対極に位置する徳島市 宮町舟戸に鎮座する
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